予算要求資料
平成28年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：園芸特産物対策費
	事業名　新公園花き活用促進対策事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　農政部　農産園芸課　花き係　電話番号：058-272-1111（内2865）

　　　　　　　E-mail： c11423@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　24,862千円（前年度予算額：0 千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	24,862
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	24,862

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　「岐阜県花きの振興に関する条例」の制定、「花フェスタ２０１５ぎふ」の成功を契機に、花フェスタ記念公園を花き振興の拠点と位置づけ、県産花きを活用した企画展示や花にまつわるイベントの実施、花育や園芸福祉など花き文化の振興を図る取組みを通じ、通年花で楽しめ、県民に愛される公園にする必要がある。
（２）事業内容
　　ア）県産花きの特徴を前面に打ち出した、テーマ別企画展示の実施
　　　　開催時期：毎月10日間　　場所：花のミュージアム
イ）国際園芸アカデミー成果発表フィールドの設置
展示時期：通年　　場所：花トピア及び花トピア周辺
ウ）国内外から集めた花き新品種展示会の開催
開催時期：10月、３月の年２回　　場所：花トピア
エ）県民参加型のコンテストの実施
　　　　部門ごと（企業、個人、自治体）で募集し、花飾りの取組みを審査し、評価する。10月下旬に花フェスタ記念公園で表彰式を開催。

　　オ）農業高校・園芸アカデミーを対象としたフラワーアレンジコンテストの開催
　　　　開催時期：10月　　作品数：70
カ）遠足誘致及び花育体験学習の実施

　　小中学校を対象にモデル校５校を選定し、花育体験学習を実施。９～10

月頃
キ）秋のバラまつりの開催に合わせた花飾り・イベントの開催
開催時期：10月下旬～11月上旬
　　　　　場所：西ゲート入口から音楽広場周辺
（３）県負担・補助率の考え方

　　　条例の基本理念及び花き振興計画の施策にのっとり、県民が花きに親しん
でもらう取組みを実施しようとするものであり、県負担が妥当である。
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	180
	花育体験教室の講師謝金

	旅費
	909
	業務旅費、花育体験教室講師の費用弁償

	需用費
	2,278
	国際園芸アカデミー花壇制作用の花苗等消耗資材、花育体験用花苗等消耗資材、農業担い手サミットおもてなし食材費、国際園芸アカデミー活動普及用チラシ等印刷製本費

	役務費
	616
	アカデミー公用車用燃料費、花フェスタ記念公園入園料、郵送代、事務通信費

	委託料
	20,079
	県産花き企画展示、秋のバラまつり花飾り、新品種展示会の開催、花飾りコンテストの開催、学生フラワーデザインコンテストの開催、花きの日ＰＲ花飾り、アカデミー及び花育用看板制作

	使用料
	800
	花育モデル校バス借り上げ料

	合計
	24,862
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　　岐阜県花きの振興に関する条例に基づき策定した、清流の国ぎふ花き振興計画に位置付けられた各種花き振興施策を実施するための事業。
（2） 国・他県の状況

· 平成２６年６月、花き産業及び花き文化の振興を図り、もって花き産業の健全な発展及び心豊かな国民生活の実現に寄与するため、「花きの振興に関する法律」が成立。
· 平成２７年４月、同法に基づき、花き振興のための施策に関する事項及び花きの需要の増進のための施策を定めた「花き産業及び花きの文化の振興に関する基本方針」が策定。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　花フェスタ記念公園において、県産花きを活用した企画展示や花にまつわるイベントの実施、花育や園芸福祉など花き文化の振興を図る取組みを実施することで、県民の花きへの関心を高め、花き文化の発信を通じて県民に愛される公園となるよう実施します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	花きの生産額
	70.5億円

(H25)
	66.2億円
(H26)
	
	66.2億円
(H26)
	80億円
（H32）
	82.8%



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）



（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	花フェスタ記念公園において、県産花きの魅力をＰＲし花育・園芸福祉活動に取り組むことで、花き振興の拠点施設であることを知っていただき、県民の花きに親しむ機会の創出と県産花きの活用促進及び販路拡大につながる。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
花フェスタ記念公園内の施設の老朽化が進むとともに、バラをはじめとする植物の管理が不十分な箇所がある。魅力ある公園をつくるため、所管する都市整備局と十分調整し、ハード整備や植栽管理等の公園運営と一体化した事業展開が必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

県民の花きを生活や地域に取り入れる機会が増えたかなどを検証し、事業内容を改善し継続していく。


